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  本研究では、地表徘徊性甲虫群集（以下甲虫群集）に与える二次林の植生管理の影響を明らかにす

るために、植生を野外で操作したフィールド実験区での甲虫群集とそれを取り巻く環境要因、さらに下刈

り管理下にある二次林での甲虫群集とそれを取り巻く環境要因を調査した。そして、小スケールにおける

樹木伐採が甲虫群集の多様性に及ぼす効果と、二次林における甲虫群集と環境要因との関係を明らか

にした。また樹木伐採後の植生攪乱初期と下刈り管理下における二次林の甲虫群集を構成する種やそ

の種特性を提示し、さらに二次林環境の指標的な種について考察した。最終的に二次林における植生

管理方法と評価方法の提案を行った。 

 

  第 1 章の序論につづく第 2 章では、樹木伐採・下刈り・落葉かきといった処理を行い植生を実験的に

変化させて、小スケールの植生攪乱に対して、甲虫群集がどのように反応するのかを調べた。その結果、

甲虫群集の多様性・種構成・個体数は樹木伐採に最も影響を受けることが判った。多様性に関しては、

Butterfield et al. （1995）が樹木伐採はオサムシ科の多様性を高める重要な要素であることを示している

が、本章により小スケールの樹木伐採でも甲虫群集の多様性を高めることが明らかになった。甲虫群集

が変化する直接の原因は樹木伐採であるが、本研究において甲虫群集調査に加えて伐採処理後の植

生再生について詳細な調査を行った結果、伐採による林冠の有無によって林床植生の再生が大きく影

響され、再生量が大きかった樹木伐採区に多くの甲虫が出現し、多様性も高くなるということが明らかに

なった。これは林床植物の再生により、環境の異質性が増大しハビタットの構造が変化し、また同時にエ

サとなる多くの他の昆虫も出現したためと考えられ、林床植物が甲虫群集に強く影響を及ぼすことが示唆

された。以上本章では、甲虫群集が数10mの範囲の植生攪乱に反応することを、野外実験的手法をもち

いて明らかにし、狭い範囲の植生管理でも甲虫群集の多様性を維持しうる可能性を提示した。 

 



  第 3 章では、第 2 章での甲虫群集は林床植物の影響を受ける、という結果を受け、甲虫群集に影響を

与える環境要因を特定する事を目的とした。そのためにさまざまな植生タイプの多地点において広範囲

な環境要因を測定し、多変量解析した。その結果、群集に影響を与える要因として林床植物のバイオマ

ス及び多様度が抽出された。スコットランドの森林で、甲虫群集が “植生”の構成や構造に強く影響を受

けることが明らかにされているが（Ings and Hartley 1999）、本章では、“植生”の中でも林床植物の種構成

や構造が甲虫群集に影響を与える要因であることを示した。 

 

  第 4 章では、前の 2 つの章（第 2 章、第 3 章）で環境要因に対する甲虫群集の反応に注目したのに

対して、甲虫群集の種構成と種特性に焦点をあてた。群集に影響を与える要因を野外操作実験的手法

（第 2 章）や多変量解析（第 3 章）によって特定した後に、なぜその要因が影響を与えるかについて解明

するためには、群集を構成する種の特性を知る必要があるからである。本章では、二次林における甲虫

の群集構成の変化を明らかにするために、まず実験区における樹木伐採後の植生攪乱初期の群集の

変化を調べた。次にこの植生攪乱初期の群集構成と公園内で定常的に行われている下刈り管理下（樹

木被覆がある）における群集構成を把握し、それぞれに指標となる種があるか検討した。その結果、樹木

伐採後の植生攪乱初期においては優占種は大きく入れ替わることはなかったが、追加される形で増えて

いくことがわかった。第 2 の点においては、樹木伐採後の植生攪乱初期にはクロツヤヒラタゴミムシ、マル

ガタツヤヒラタゴミムシ、ヒメツヤヒラタゴミムシといった Synuchus 属が優占し、下刈り管理下ではヨリトモナ

ガゴミムシが圧倒的に優占し、両者の優占種が大きく異なっている点を明らかにした。クロツヤヒラタゴミム

シとヨリトモナガゴミムシは共に森林出現種とされている種であるが、関東地方の二次林では異なった選

好性や挙動をすると考えられる。以上本章では、二次林における樹木伐採後の植生攪乱初期の構成種

の変化を示し、次にその植生攪乱初期と下刈り管理下における構成種が異なる事を明らかにし、両者の

指標となる種を提示した。 

 

  第 5 章では、甲虫群集の中で最も優占したオオヒラタシデムシ（シデムシ科）に着目して環境要因との

関係を見た。その結果オオヒラタシデムシとリター量に正の相関があることがわかった。このことはミミズを

捕食するオオヒラタシデムシがリター量の増加によるミミズの増加に反応している可能性を示唆している。

本章及び第 4 章で取りあげた何種かのように、シデムシ科甲虫やオサムシ科甲虫の中の種を組み合わ

せて調べることにより、二次林の環境の指標として利用できる可能性があることを指摘した。 

 

  最後に結論として、甲虫の種のプールを確保するためには、自然林におけるギャップやパッチモザイ

クのように、狭い範囲の樹木伐採でも甲虫の生息環境（ハビタット）をつくるのに有効であると考えた。また、

樹木伐採後の植生攪乱初期と下刈り管理下における構成種が異なっていたことより、これらの植生管理

により環境が異なる複数のパッチで構成されたモザイク構造の環境はそれぞれの環境に適した群集を保

持しうると考える。これらより、現状の下刈り管理に加え、小規模範囲であっても樹木伐採を提案する。 

  また二次林における甲虫群集の多様性を評価するには、一般的に行われている多様度指数に加え、

二次林の植生遷移の各段階における甲虫の代表的な種を選出しその種の動向を把握することが重要で

あると考える。なぜなら、一見群集全体の多様性は減少していなくても、二次林の質が以前と変化してい

る場合があるからである。しかし、二次林の指標となりうる代表的な種が消失していないかを確認する事

により、その変化をいち早く把握できると考える。 

  本研究では、甲虫群集と植物の両者を包括して調査することにより、二次林生態系の植生管理の影

響を定量的に評価できる可能性を示し、環境学への応用を提示した。 

 


